
悪
天
候
の
続

く
な
か
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
午
後
六

時
三
〇
分
の
開

会
時
に
は
雨
も

上
が
り
、
多
く

の
方
の
ご
来
場

を
い
た
だ
き
、

予
定
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
観
月
祭

は
、
玖
珠
地
区

民
が
一
堂
に
会
し
中
秋
の
名
月

を
愛
で
な
が
ら
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
昨
年
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
く
す
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
を
利
用
し
生
涯
学

習
や
趣
味
の
会
で
活
動
を
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
発
表
の
場
も
兼

ね
て
い
ま
す
。

舞
台
で
は
、
詩
吟
や
演
奏
、

歌
や
踊
り
な
ど
日
頃
の
練
習
の

成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
な

か
に
は
、
会
場
の
皆
さ
ん
も
一

緒
に
歌
っ
た
り
、
踊
り
の
輪
に

入
り
一
緒
に
踊
る
場
面
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

各
発
表
の
あ
と
は
、
由
布
市

出
身
の
プ
ロ
歌
手
の
ス
テ
ー
ジ

も
行
わ
れ
、
お
で
ん
や
焼
き
鳥
、

ビ
ー
ル
を
手
に
、
会
場
は
お
お

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

途
中
、
雲
の
切
れ
間
か
ら
う
っ

す
ら
と
浮
か
ぶ
月
の
姿
も
ま
た

美
し
く
、
晴
天
だ
っ
た
昨
年
と

は
ひ
と
味
違
っ
た
名
月
を
愛
で

る
会
と
な
り
ま
し
た
。

○
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
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10月号

-１-

玖
珠
地
区
観
月
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

中秋の名月鑑賞の夕べ 九
月
十
四
日
（
日
）
玖
珠
川
河
川
敷
で
、
玖
珠
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
観
月
祭
実
行
委
員
会
（
委
員
長

佐
々
木
新
）
主
催

「
第
二
回
観
月
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

樋
口
虚
舟
（
尺
八
）

錦
城
会
（
詩
吟
）

岳
星
会
（
詩
吟
）

な
ご
み
会
（
大
正
琴
）

三
味
線
教
室

コ
ー
ル
ア
ン
セ
ム
（
コ
ー
ラ
ス
）

プ
ア
・
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
玖
珠

（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

婦
人
会
民
踊
ク
ラ
ブ
（
舞
踊
）

ひ
め
ゆ
り
会
（
舞
踊
）

歌
手
「
大
沢
あ
す
か
」

ス
テ
ー
ジ

か
ろ
や
かO

Ｂ
会

「
み
な
さ
ん
ご
一
緒
に
」

「みなさんご一緒に」のめじろん体操では、
子どもたちも参加

心暖まる

オリジナル・ミュージカルの秀作

チケット前売り おとな 2,000円
こども 1,000円
（当日券500円増し）

くすふれあいホールで
チケット発売中

と き １０月５日（日）

開演１４：００

ところ メルサンホール

劇団ポプラ

ご協力ありがとうございました

飲
食
物
販
売
所
も
賑
わ
い
ま
し
た

すすきで飾られたステージでは次々と発表が行われました


